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昭和５年（1930）に建設された旧千葉県立安房南高校木造校舎は、令和 12 年(2030)に創建 100 年を

迎える。本稿は、その設計者を明らかにするため、千葉県職員録や学校の校誌などを照合しながら調査

した結果をまとめたものである。特に、震災復興期の千葉県において公共建築を担った千葉県工師・  

杉原茂の存在に注目し、安房地域や千葉市内に残された校舎との関わりを考察する。 

   

１．旧千葉県立安房南高等学校 

旧安房南高校の前身である安房高等女学校は、明治

40年(1907)に安房郡立女子技芸学校として開設された

後、安房郡立安房高等女学校を経て県立安房高等女学

校となった。明治 43 年（1910）に長須賀校舎が落成

し、大正期に増築が行われた際には千葉県技手・後藤政治※が工事監督を務めた記録が残る。 

しかし、大正 12 年(1923)の関東大震災によって校舎の大半が倒壊し、学校は壊滅的被害を受けた。

その後、昭和 5 年(1930)に現在の地に木造校舎が新築され、延床面積 5,346 ㎡、工費 16 万円余をかけた

大規模な復興事業が実施された。落成式では県土木課長の東森蔵が工事報告を行っており、当時の県職

員録に工師・杉原茂や技手・榎本文吉の名前が確認できる。このことから、杉原が設計あるいは工事に

深く関与した可能性が高いと考えられる。 

この木造校舎は、戦後に安房女子高校、安房第二高校を経て安房南高校となり、長年女子教育を支え

てきた。昭和後期には老朽化に伴う改築計画が進められ、昭和 54 年(1979)４月に着任した中村浩校長

は、「私に与えられた課題は、学校の将来を構想しながら校舎建築・環境整備する。第一棟は県南で最

後まで残ってきた木造校舎なので、改修、模様替えをして管理棟として使用する。」と抱負を述べ校舎

改築計画に従い、昭和 55(1980)年 1 月には講堂・体育館の曳家工事が始まり、３月には第二校舎の解体

が始まった。保存となった第一校舎（管理棟）は、平成７年(1995)に千葉県指定有形文化財（建造物）

となった。平成 20 年(2008)の統合により学校としての役割を終えた後も、地域の近代建築遺産として

高く評価されている。 

                             

２．千葉県立安房高等学校 

同様に、旧安房中学校（現安房高校）の校舎も関東大

震災後に再建された建築である。昭和 6 年(1931)に完成

した校舎は、延坪約 1,600 坪、工費 15 万円余を要した

木造建築であった。ここでも落成式には県土木課長の東

森蔵が出席し、県職員録には杉原茂らの名が確認でき

る。後年、校舎は老朽化により解体される予定であった

が、管理棟の一部が保存移築され、現在は「無弦館」と

して県登録有形文化財（建造物）になっている。 
 

旧校舎全景（昭 53) 「創立百年史」より） 

移動した旧校舎玄関「創立百年史」より 

安房南高校旧第一校舎パンフレットより（建設当時） 



 

３．千葉県立千葉高等学校 

さらに、旧千葉中学校（現千葉高校）の調査では、昭和 2 年

（1927）に新築された鉄筋コンクリート造の講堂と昭和６年

（1931）に新築された木造校舎について、学校の記念誌『創

立百年』に収録された西村房太郎校長の回顧録に、「県技師 

杉原氏」による設計であることが記されていた。 

また、西村校長の子息による証言や棟札の確認によって、昭

和６年竣工の木造校舎が杉原茂の設計であることが裏付けられ

た。これにより、従来不詳とされてきた千葉高校校舎の設計者

が杉原であることが明らかとなった。 

 

４．千葉県技師の特定 

明治 30 年(1897)から久野節が着任する明治 41 年(1908)まで

の千葉県土木課には、建築を専門とする技師は見当たらないと

の研究報告がある。久野は明治 40 年(1907)に東京帝国大学工

科大学（現東京大学）建築学科を卒業後、千葉県技師を経て鉄

道院技師となり、その後鉄道省工務局建築課初代課長として活

躍する。千葉県技師時代には、県庁舎や県会議事堂及び県立佐

倉中学校の設計等に関与したことが明らかとなっている。 

また、後藤政二郎※は大工の出身で、千葉県庁舎新築工事を機に千葉県技手となった。久野の退任後

は、明治 41 年(1908)に東金高等女学校や大正 4 年(1915)には、安房高等女学校の増改築工事を担い、

大正 11 年(1922)に退任している。 

後藤の退任後に着任した杉原茂は、明治 22 年(1889)に岡山県で生まれ、名古屋高等工業学校(現名古

屋工業大学)を卒業後、横浜市役所や東京府で技手、工手として勤務した。大正 12 年(1923)以降は千葉

県庁に勤務し、営繕技師（工師）として戦前・戦後の公共建築を数多く担った人物である。昭和 24 年

(1949)には千葉県土木部建設課長となり、千葉県の建築行政を支えた。これまでその名はあまり知られ

てこなかったが、今回の調査により、震災復興期の学校建築に大きな役割を果たした技術者であったこ

とが浮かび上がった。 

 

５．まとめ 

本稿では、校誌や県職員録の照合を通して、旧県立千葉中学校（現県立千葉高校）の講堂と木造校舎

が杉原茂の設計であることを明らかにした。また、旧県立安房南高校（元安房郡立安房高等女学校）木

造校舎や旧安房中学校（現県立安房高校）「無弦館」についても、杉原が関与した可能性が極めて高い

ことが示された。ただし、決定的な証拠となる棟札や設計図などは未発見であり、今後さらに現地調査

や資料発掘を進め、地域に残る近代建築を通じて、無名の技術者たちの足跡を掘り起こしていきたい。 

 

＜注記＞ 

※ 後藤政二郎は、大正以降、政治（まさじ）と改名  

 

講堂 「県立千葉中学校新築落成記念帖」より 

「県立千葉中学校新築落成記念帖」より 

杉原茂 

明智克夫氏 所蔵 棟札 筆者撮影 


